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は
じ
め
に

　

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
六
十
年
に
わ
た
り
持
続
的

に
作
品
制
作
を
展
開
し
た
桂
ゆ
き
（
一
九
一
三
〜
一
九
九
一
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
美
術
動
向
や
社
会
状
況
と
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
絵
画
を
中

心
に
多
様
な
表
現
を
試
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
ど
き
の
作
品

制
作
に
つ
い
て
は
、
画
廊
で
の
新
作
を
中
心
と
し
た
個
展
を
通
し
て
、
そ
の
展

開
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
要
な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
最
初
の
個
展
と
な

る
一
九
三
五
年
に
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
を
、
前
衛
的
な
美
術
家
集
団
、
九
室
会
の

結
成
に
参
加
し
た
一
九
三
八
年
と
戦
中
の
一
九
四
三
年
、
戦
後
は
長
い
旅
の
出

発
前
の
一
九
五
六
年
と
帰
国
直
後
の
一
九
六
一
年
、
そ
の
後
少
し
間
を
お
い
て

一
九
七
九
年
に
三
期
に
分
け
た
連
続
展
示
、
そ
し
て
初
個
展
か
ら
半
世
紀
を
経

た
一
九
八
五
年
に
、「
紅
絹
の
か
た
ち
」
と
題
し
て
最
後
と
な
る
個
展
を
開
催

し
て
い
る
）
1
（

。
女
性
美
術
家
と
し
て
は
例
外
的
に
生
前
、
一
九
八
〇
年
代
に
公
立

美
術
館
で
回
顧
展
が
二
度
企
画
さ
れ
て
い
る
が
）
2
（

、
日
本
で
同
時
代
美
術
館
と
い

う
制
度
が
確
立
す
る
前
の
一
九
三
〇
年
代
に
発
表
活
動
を
開
始
し
た
こ
の
画
家

は
、
自
ら
展
示
構
成
に
関
与
す
る
画
廊
で
の
新
作
個
展
が
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
お

い
て
も
つ
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

　

東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
桂
は
、
東
京
を
ベ
ー
ス
に
活
動
し
た
が
、
戦
後
十
年

を
経
た
、
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
長
期
に
わ
た
る
旅
に
出
て
い
る
。
お
よ
そ
五
年
の
う
ち
、
後
半

の
一
九
五
八
年
初
夏
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
で
は
、
パ
リ
時
代
の
よ
う
な

ホ
テ
ル
で
は
な
く
、
制
作
が
可
能
な
部
屋
を
借
り
て
、
大
型
の
絵
画
も
自
由
に

描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
に
制
作
し
た
作
品
を

発
表
し
た
の
が
、
一
九
六
一
年
の
個
展
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
年
前
後
の
米
国

の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
は
抽
象
表
現
主
義
か
ら
ネ
オ
・
ダ
ダ
等
へ
の
変
革
の
時
期
に

あ
た
り
、
桂
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
制
作
も
、
東
京
で
活
動
し
て
い
た
一
九
五

〇
年
代
ま
で
の
、
細
密
描
写
と
戯
画
的
表
現
の
併
置
に
よ
っ
て
構
成
す
る
社
会

的
な
主
題
の
絵
画
と
は
異
な
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
に
対
し

桂
ゆ
き
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
を
め
ぐ
っ
て

│
│ 

絵
画
制
作
と
執
筆
活
動 

│
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て
は
、
わ
ず
か
十
日
の
会
期
の
開
幕
中
か
ら
展
覧
会
評
が
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
作
品
制
作
の
意
味
が
検
討
さ
れ
る
機
会
は
限
ら

れ
て
い
た
）
3
（

。
そ
の
背
景
と
し
て
、
発
表
当
時
の
批
評
の
中
に
、
出
品
作
品
の
多

様
な
表
現
に
つ
い
て
充
分
な
観
察
に
基
づ
く
通
時
的
な
作
品
展
開
へ
の
理
解
が

示
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
遠
因
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
）
4
（

。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
絵
画
制
作
の
意
味
に
つ
い
て
再
考
す
る
に
あ
た
り
、

桂
の
自
室
内
（
図
１

）
で
の
絵
画
制
作
だ
け
で
な
く
、
多
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
、
コ
レ
ク
タ
ー
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
の
活
動
に
も
目
を
向
け
る
。
特
に
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
・
ス
ト
リ

│
ト
の
ロ
フ
ト
で
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
が
発
案
し
、
ラ
・
モ
ン
テ
・
ヤ
ン
グ
等
と

実
施
し
た
連
続
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
桂
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

　

さ
ら
に
、
帰
国
後
、
桂
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
を
含
む
長
い
旅
に
つ
い
て
、

一
年
の
歳
月
を
か
け
て
執
筆
し
た
体
験
記
に
も
着
目
す
る
）
5
（

。
毎
日
出
版
文
化
賞

を
受
賞
し
た
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
滞
在
が
話
題
と
な
り
、
ア
メ
リ

カ
で
の
記
述
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
当
時
の
美
術
に
対
す
る
桂
の
考

え
が
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。
オ
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
同
書
の
掉

尾
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
拙
論
で
は
、
桂
に
と
っ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
制
作
の
意
味

を
再
考
す
る
た
め
に
、
活
動
分
野
と
時
期
を
こ
れ
ま
で
よ
り
広
げ
て
検
討
し
て

い
く
。
ま
ず
一
九
六
一
年
の
個
展
と
そ
の
批
評
、
次
に
滞
米
中
と
帰
国
直
後
に

桂
自
身
が
執
筆
し
た
テ
キ
ス
ト
を
分
析
し
、
さ
ら
に
六
十
年
代
初
頭
に
米
国
の

美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
充
分
な
検
討
が
進
ま
ず

図１　ニューヨーク 18th St. のアトリエでの桂 1960-61　Photograph by Minoru Niizuma
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に
き
た
こ
の
時
代
の
活
動
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
長
い
旅

　

一
九
一
三
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
池
上
秀
畝
に
日
本
画
を
、
岡
田
三
郎
助
や

中
村
研
一
か
ら
油
彩
技
法
を
習
得
し
た
桂
は
、
そ
の
後
ア
ヴ
ァ
ン
ガ
ル
ド
洋
画

研
究
所
で
藤
田
嗣
治
な
ど
か
ら
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
考
え
方
を
学
ん
だ
。
一
九
三

〇
年
代
半
ば
か
ら
発
表
活
動
を
開
始
し
た
画
家
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
細
密
描
写

（
モ
ノ
）、
戯
画
的
表
現
（
人
物
）
を
画
面
に
併
存
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の

組
み
合
わ
せ
を
変
え
、
重
点
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
螺
旋
的
に
こ
れ
ら
三
つ

の
表
現
方
法
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
具
象
か
ら
抽
象
へ
と
い
っ
た
直
線
的
な

展
開
と
も
、
ま
た
海
外
の
動
向
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
と
も
異
な
る
制
作
態
度

を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
戦
前
に
熱
心
に
試
み
た
コ
ル
ク
を
用
い
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ

制
作
は
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
輸
入
が
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
発
表
は
渡
航
ま
で
は
限
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
十
年
ほ
ど
、
二
科
会
な
ど
の
大

規
模
展
で
発
表
し
た
の
は
、
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
の
被
曝
を
と
り
上
げ
た
《
人

と
魚
》（
一
九
五
四
年
）（
図
２

）
な
ど
、
細
密
描
写
と
戯
画
的
表
現
を
対
比
さ

せ
た
、
社
会
的
な
主
題
の
油
彩
画
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ

た
油
彩
の
《
進
め
》（
一
九
五
二
年
二
科
展
）
や
《
婦
人
の
日
》（
一
九
五
三
年

国
際
日
本
美
術
展
）
は
、
花
田
清
輝
の
著
書
『
政
治
的
動
物
に
つ
い
て
』
と
『
さ

ち
ゅ
り
こ
ん
』（
い
ず
れ
も
一
九
五
六
年
）
の
表
紙
を
飾
り
、
美
術
展
と
は
別
の
、

文
芸
書
を
通
し
て
そ
の
画
像
は
広
ま
っ
て
い
た
。

図２　桂ゆき《人と魚》
1954年、油彩・カンヴァス　愛知県美術館蔵

図３　桂ゆき《くらげ》
1956年、油彩・カンヴァス

公益財団法人大原美術財団大原美術館蔵
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桂
は
一
九
五
六
年
九
月
一
日
開
幕
の
二
科
展
に
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
的
な
主

題
と
は
異
な
る
、
幾
何
学
的
に
抽
象
化
さ
れ
た
生
物
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
、

鮮
や
か
な
原
色
を
多
用
し
た
《
く
ら
げ
》（
図
３

）
と
《
ケ
ム
シ
》
を
出
品
し
（
帰

国
後
、
桂
は
二
科
会
を
退
会
し
た
の
で
、
結
果
的
に
こ
れ
が
最
後
の
出
品
作
と

な
っ
た
）、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
船
旅
に
出
た
。
渡
欧
前
の
八
月
に
開
か
れ
た
、
勅

使
河
原
蒼
風
、
亀
倉
雄
策
、
海
藤
日
出
雄
と
の
座
談
会
で
桂
は
、
一
年
は
滞
在

し
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
旅
行
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
語
っ
て
い
た
）
6
（

。
実
際
、
渡

欧
後
、
翌
一
九
五
七
年
の
年
明
け
に
は
イ
タ
リ
ア
各
地
と
ス
イ
ス
を
訪
ね
、
夏

に
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

デ
ン
マ
ー
ク
、ド
イ
ツ
へ
、晩
秋
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
旅
し
て
い
る
。つ
ま
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
当
初
の
抱
負
ど
お
り
、
美
術
館
訪
問
や
、
藤
田
や
イ
ヴ
・
ク
ラ

イ
ン
は
じ
め
旧
知
の
作
家
と
の
交
友
が
メ
イ
ン
の
旅
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

パ
リ
で
は
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
リ
ベ
リ
ア
・
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
制
約
も
あ
り
、
作

品
発
表
と
し
て
は
、
イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
の
紹
介
で
イ
リ
ス
・
ク
レ
ー
ル
画
廊
の

グ
ル
ー
プ
展
や
大
使
館
主
催
の
日
本
絵
画
展
、
女
性
画
家
・
彫
刻
家
展
（
パ
リ

市
立
近
代
美
術
館
）
な
ど
へ
の
出
品
が
確
認
さ
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
イ
リ
ス
・

ク
レ
ー
ル
や
、
美
術
批
評
家
の
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
が
作
品
を
購
入
し
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
旧
の
美
術
を
ひ
た
す
ら
見
る
こ
と
に

注
心
し
た
桂
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
全
く
異
な
る
、
中
央
ア
フ
リ
カ
に
二
ヶ
月

ほ
ど
滞
在
し
た
の
ち
、
一
九
五
八
年
五
月
パ
リ
に
戻
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
船

で
渡
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
移
動
に
つ
い
て
、
桂
は
大
西
洋
上
で
以
下
の
よ
う

に
日
本
の
新
聞
に
向
け
記
し
て
い
る
。

パ
リ
に
戻
っ
て
く
る
と
、
ド
ゴ
ー
ル
が
政
権
を
と
る
と
決
定
し
た
よ
し
…

〈
中
略
〉
…
食
料
品
が
姿
を
消
し
、
新
聞
は
検
閲
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
き
り
、

空
白
の
部
分
の
方
が
多
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
…
今
は
大
西
洋
の

真
ん
中
を
オ
ラ
ン
ダ
船
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

を
回
っ
て
間
も
な
く
帰
国
の
予
定
で
あ
る
が
、
一
昨
年
の
九
月
、
日
本
を

発
っ
て
以
来
ち
ょ
う
ど
地
球
を
一
ま
わ
り
す
る
わ
け
で
あ
る
）
7
（

。

パ
リ
に
渡
航
し
た
時
と
同
様
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
と
き
も
、
長
い
旅
の

一
環
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
米
国
へ
も
、
帰
国
の
途
上
で
の
立
ち
寄
り
く
ら
い

に
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、実
際
に
は
、ビ
ザ
の
更
新
を
続
け
て
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
よ
り
長
く
、
一
九
六
一
年
四
月
ま
で
の
二
年
九
ヶ
月
滞
在
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

当
初
は
、
九
室
会
で
活
動
し
た
高
井
貞
二
の
紹
介
で
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
一
〇

三
ス
ト
リ
ー
ト
の
こ
の
画
家
の
友
人
宅
に
寄
宿
し
た
が
、
十
月
に
は
グ
リ
ニ
ッ

ジ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
モ
ー
ト
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
越
し
て
い
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
専
用
の
ア
パ
ー
ト
の
た
め
、
桂
と
同
じ
く
二
科
会
で
発
表
し
て
い
た
岡
田
謙

三
が
身
元
を
証
明
し
て
い
る
。
翌
一
九
五
九
年
の
夏
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
広
場

近
く
の
五
番
街
に
面
し
た
部
屋
に
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
春
、
一
八
ス
ト
リ
ー

ト
に
越
し
、
こ
の
朝
陽
の
入
る
部
屋
で
帰
国
ま
で
の
一
年
間
を
過
ご
し
た
。
こ

れ
ら
三
回
の
転
居
は
、
絵
画
制
作
に
比
重
を
傾
け
て
い
く
過
程
と
重
な
る
。

　

最
初
の
転
居
の
時
期
に
は
、
マ
ー
サ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
画
廊
で
の
「
第
六
回
具
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体
展
」
が
開
催
さ
れ
、
九
室
会
結
成
の
際
に
桂
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
吉
原
治

良
に
会
い
、
ま
た
パ
リ
以
来
再
会
し
た
タ
ピ
エ
に
は
作
品
制
作
を
促
さ
れ
て
い

る
。
マ
ー
サ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
介
し
て
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
ギ
ャ

ラ
ガ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
日
本
か
ら
携
行
し
て
き
た
作
品
を
購
入
し
た
。
二
度
目

の
転
居
の
時
期
に
は
、
日
本
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
、
東
京
で
制
作
し
た
作
品
を
購

入
し
、
ま
た
ミ
ラ
ノ
で
の
「
第
十
一
回
プ
レ
ミ
オ
・
リ
ソ
ー
ネ
国
際
展
」
に
岡

田
謙
三
や
川
端
実
と
共
に
選
ば
れ
出
品
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
三
度
目

の
転
居
の
時
期
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
グ
レ
ス
画
廊
の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ペ
リ
ー

が
作
品
を
購
入
し
て
い
る
。

　

こ
の
最
後
の
転
居
で
光
線
を
含
め
制
作
環
境
が
整
い
、
絵
画
制
作
は
加
速
し

て
い
っ
た
。
一
九
六
〇
年
十
一
月
に
は
、
岡
田
謙
三
、
川
端
実
、
オ
ノ
サ
ト
・

ト
シ
ノ
ブ
、
草
間
彌
生
、
山
口
長
男
と
共
に
、
グ
レ
ス
画
廊
で
の
「
ア
ブ
ス
ト

ラ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
」
展
に
招
待
さ
れ
、『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
』
紙
に
、
出
品
し
た
《T

W
O
 FO
RM
S

》
の
図
版
と
共
に
展
覧
会
評
が

掲
載
さ
れ
た
。翌
月
に
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
美
術
館
で
の
「
女

流
画
家
協
会
日
米
交
歓
展
」
に
、
年
が
明
け
て
一
月
は
「
第
二
十
七
回
コ
ー
コ

ラ
ン
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
招
待
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ミ
チ
ュ
ウ
（M
i-Chou

）
画
廊
で
の
個
展
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
桂
の

父
逝
去
の
報
が
届
き
、
四
月
三
十
日
に
帰
国
し
た
。
帰
国
前
に
招
待
が
決
定
し

て
い
た
同
年
秋
の
「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
国
際
絵
画
彫
刻
展
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際

展
）」
と
、
グ
レ
ス
画
廊
で
の
グ
ル
ー
プ
展
に
も
出
品
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
発
表
や
購
入
は
、
渡
航
前
か
ら
の
九
室
会
や
二
科
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
延
長
上
に
広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
一
方
で
、
桂
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
美
術
家
た
ち
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
や
マ
ー
ク
・
ト
ー
ビ
ー
、

ル
イ
ー
ズ
・
ニ
ー
ヴ
ェ
ル
ソ
ン
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
ド

ロ
シ
ー
・
ミ
ラ
ー
な
ど
と
も
作
品
を
介
し
た
交
流
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
一
九
六
一
年
の
個
展
と
そ
の
批
評

　

一
九
六
一
年
四
月
末
に
帰
国
し
た
桂
は
、
そ
の
十
日
後
に
開
幕
し
た
「
第
六

回
日
本
国
際
美
術
展
」（
東
京
都
美
術
館
）
に
、《
異
邦
人
》
を
出
品
し
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。
会
期
中
に
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
「
今
日
の
顔　

五
年
間
の
空
白
の
成
果
」
は
、「
五
年
前
ま
で
好
ん
で
取
り
上
げ
た
身
辺
の
素

材
は
影
を
潜
め
、
完
全
な
抽
象
の
世
界
が
ひ
ら
け
て
る
。」
と
し
た
う
え
で
、

「
桂
さ
ん
に
と
っ
て
五
年
間
は
空
白
ど
こ
ろ
か
貴
重
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
う
。

謙
虚
な
人
だ
け
に
、
必
然
的
に
、
完
全
に
、
こ
こ
ま
で
変
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の

だ
と
思
う
」
と
い
う
福
沢
一
郎
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。

　

大
規
模
な
国
際
展
で
受
賞
し
た
翌
月
（
六
月
二
十
六
日
│
七
月
八
日
）、
桂

は
銀
座
の
東
京
画
廊
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
制
作
し
た
作
品
十
五
点
を
発
表
し

た
。
こ
の
個
展
は
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
に
画
廊
か
ら
開
催
に
つ
い
て
オ

フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
も
の
で
、
実
施
ま
で
半
年
ほ
ど
の
準
備
期
間
が
あ
っ
た
。
出

品
作
品
は
、
比
較
的
大
型
の
も
の
が
選
ば
れ
て
お
り
、
壁
面
だ
け
で
な
く
、
天

井
か
ら
吊
り
下
げ
る
展
示
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
会
場
写
真
か
ら
わ
か
る

（
図
４

）。
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開
幕
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、『
読
売
新
聞
』
に
中
原
佑
介
の
展
覧
会
評
「
消

え
失
せ
た
幻
想
」
が
出
た
。

帰
国
す
る
や
否
や
「
国
際
展
」
に
出
品
し
た
作
品
が
受
賞
し
た
時
は
、
正

直
な
と
こ
ろ
少
々
意
外
な
感
じ
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
「
幻
想
派
」

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
り
「
風
刺
派
」
に
分
類
さ
れ
た
り
し
た
表
現
様
式
か

ら
一
転
し
て
、
色
彩
を
極
度
に
抑
制
し
た
そ
の
非
具
象
的
な
作
品
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
作
家
ロ
ス
コ
の
作
品
を
乾
燥
さ
せ
、
干
か
ら
び
さ
せ
た
パ
ロ

デ
ィ
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
好
奇
心
に
満
ち
た
旅

行
客
の
「
ア
メ
リ
カ
日
記
」
の
一
頁
で
し
か
あ
る
ま
い
と
い
う
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
…
〈
中
略
〉
…
「
ア
メ
リ
カ
日
記
」
全
頁
の

開
陳
に
及
ん
で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
桂
ユ
キ
子
が
「
日
本
再
発
見
」
な

ら
ぬ
「
し
わ
の
発
見
」
を
も
た
ら
し
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
チ

リ
メ
ン
ジ
ワ
の
感
触
が
蘇
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
紙
を
は
っ
た
、
チ
リ
メ
ン
じ
わ
の
よ
う
な
細
い
ひ
だ
を
も
つ
単
一

の
色
面
を
画
面
に
置
い
た
作
品
で
あ
る
。
か
つ
て
の
幻
想
的
な
作
品
に
見

ら
れ
た
縄
と
か
畳
と
か
布
の
ひ
だ
と
か
だ
け
を
異
様
に
克
明
に
描
く
と
い

う
技
法
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
の
特
殊
な
マ
チ

エ
ー
ル
が
無
機
的
で
な
く
、
ど
こ
と
な
く
ド
メ
ス
チ
ッ
ク
な
感
覚
を
漂
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
し
わ

の
発
見
と
と
も
に
、
こ
の
作
家
に
特
有
な
質
感
の
強
調
に
よ
る
幻
想
が
消

え
て
単
調
な
「
感
覚
派
」
へ
横
滑
り
し
つ
つ
あ
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
）
8
（

。

　

社
会
的
な
主
題
か
ら
遠
ざ
か
り
、
紙
を
貼
り
、
単
一
の
彩
色
で
構
成
さ
れ
た

絵
画
を
、
単
調
な
感
覚
派
と
呼
ぶ
の
は
、
絵
筆
に
よ
る
細
密
描
写
や
戯
画
的
な

表
現
が
後
退
し
た
よ
う
に
見
え
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
開
幕
か
ら
一
週
間
後

と
い
う
展
評
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
評
者
は
毎
日
の
国
際
展
で

一
点
だ
け
見
た
《
異
邦
人
》
の
イ
メ
ー
ジ
が
焼
き
つ
い
た
ま
ま
、
個
展
会
場
に

入
り
、
そ
の
記
憶
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
作
品
群
を
ま
な
ざ
し
て
い
た
。
そ

こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
眼
前
に
並
ぶ
作
品
の

図４　桂ユキ子展会場風景、東京画廊、1961年
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背
後
に
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
き
た
こ
の
画
家
の
制
作
の
文
脈
を
顧

慮
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、『
芸
術
新
潮
』
七
月
号
の
展
覧
会
紹
介
欄
は
、
中
原
の
表
現
を
踏
襲

し
つ
つ
、
紙
を
貼
っ
た
画
面
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
知
性
と
ア
メ
リ
カ
的
な
大
づ
か
み
な
空
間
・
プ
ラ
ス
・

日
本
的
な
ム
ー
ド
を
も
っ
た
技
術
的
展
開
、
と
言
っ
た
も
の
。
ロ
ス
コ
の

東
洋
版
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
弾
力
の
あ
る
そ
の
画
面
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
造
形
課
題
を
豊
富
に
含
ん
で
い
て
興
味
深
い
）
9
（

。

　

翌
八
月
の
『
芸
術
新
潮
』
で
は
、
無
記
名
で
は
あ
る
が
見
開
き
の
記
事
「
桂

ユ
キ
子
を
め
ぐ
る
評
価
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

話
題
的
価
値
が
本
業
的
価
値
に
転
嫁
し
て
い
く
。
美
術
界
の
評
価
に
し
て

も
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
、
受
賞
し
て
い
る
、
と
言
っ
た
話
題
が
そ
の

ま
ま
日
本
的
評
価
に
化
身
し
て
い
く
。
画
家
桂
ユ
キ
子
の
場
合
は
、
桂
ユ

キ
子
の
芸
術
を
正
面
か
ら
分
析
す
べ
き
だ
ろ
う
。
…
〈
中
略
〉
…

案
外
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
ず
一
貫
し
た
追
求
態
度
が
見
ら
れ
た
の
に
は
感
心

し
た
。
こ
の
五
年
間
と
い
え
ば
現
代
美
術
が
最
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

多
数
の
作
家
た
ち
が
変
貌
し
た
時
期
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
作
家
も
そ
の
渦

中
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
桂
ユ
キ
子
は
変
わ
っ
た
、
と
い
う

の
が
巷
の
声
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
変
わ
っ
た
以
上
に
変
わ
ら
な
い
方
が
依

然
と
し
て
多
い
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
辺
の
事
情
は
正
確
に
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
或
る
批
評
に
よ
れ
ば
、「
桂
ユ
キ
子
子
は

い
い
き
な
一
旅
行
客
に
す
ぎ
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ロ
ス
コ
の
亜
流
と
堕
し
、

縮
緬
ジ
ワ
の
感
触
に
よ
っ
て
日
本
を
再
発
見
し
た
単
調
な
感
覚
派
」
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
さ
さ
か
ひ
ど
い
。
こ
う
し
た
特
異

な
材
質
感
に
よ
る
映
像
表
現
は
こ
の
作
家
の
初
期
か
ら
絶
え
ず
見
ら
れ
る

も
の
で
、
今
に
わ
か
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
、
何
か
新

し
い
も
の
に
接
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
海
外
の
影
響
に
結
び
つ
け
た
り
す
る

時
評
家
の
悪
い
癖
が
出
て
い
る
。
む
し
ろ
、
彼
女
の
新
作
に
み
ら
れ
る
空

間
意
識
が
、
初
期
の
作
品
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
し
か
も
人
生
の
証
人
と

し
て
具
象
時
代
よ
り
凝
縮
さ
れ
た
表
現
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
、

批
評
の
筋
道
を
立
て
た
い
も
の
で
あ
る
）
10
（

。

　

こ
こ
で
は
、
通
時
的
な
視
点
の
重
要
性
と
、
一
瞥
し
て
捉
え
ら
れ
る
形
態
的

把
握
の
奥
に
あ
る
総
合
的
な
作
品
解
釈
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
翌
月
、『
美
術
手
帖
』
九
月
号
で
は
、
針
生
一
郎
が
「
現
代
作
家
論
」

と
題
し
て
桂
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
執
筆
の
前
後
関
係
を
鑑
み
る
と
、
媒
体
は

変
わ
る
が
、『
芸
術
新
潮
』
の
無
署
名
の
記
事
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
美
術
手
帖
』
で
は
「
現
代
作
家
小
論
」
と
題
す
る
連
載

が
か
つ
て
あ
り
、
植
村
鷹
千
代
が
桂
の
渡
航
前
の
一
九
五
五
年
に
執
筆
し
て
以

来
の
、
桂
の
作
家
論
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。
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こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
絵
画
の
影
響
だ
け
を
見
る
の
は
、
い
さ
さ
か
浅
薄
で
す
。

む
し
ろ
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
波
が

日
本
に
押
し
寄
せ
た
、
過
去
五
年
間
を
外
国
で
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
の
女
は
本
能
や
無
意
識
の
世
界
を
と
お
っ
て
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
に
至
る
、

独
自
な
コ
ー
ス
を
予
感
し
始
め
た
よ
う
だ
。
形
は
一
度
壊
れ
た
が
、
や
が

て
ま
た
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
薄
明
に
似
た
混
沌
の
中
で
、
作
者
は
ま

る
で
触
覚
の
先
に
眼
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
執
拗
に
何
か
を
弄
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
桂
ユ
キ
子
の
ご
く
初
期
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
風
の
方
法

に
ど
こ
か
似
通
っ
て
い
ま
す
。
張
り
紙
絵
の
手
細
工
の
中
か
ら
怪
し
い
虚

構
が
ひ
ら
け
て
く
る
楽
し
さ
が
、
こ
こ
に
も
尾
を
引
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
…
〈
中
略
〉
…　

私
が
一
番
興
味
深
く
思
う
の
は
、
こ
の
無
意

識
と
意
識
と
の
両
極
の
間
に
充
電
さ
れ
る
、
虚
構
の
火
花
の
激
し
さ
だ
。

…
〈
中
略
〉
…
形
に
よ
っ
て
連
想
の
意
味
を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、
一
義

的
な
意
味
を
見
る
も
の
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
な
い
。
鋭
敏
な
批
評
意
識

の
根
底
に
、
化
け
る
と
い
う
怪
し
い
欲
望
が
つ
ら
抜
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

興
味
深
い
）
11
（

。

　

針
生
は
カ
ン
ヴ
ァ
ス
上
の
形
態
の
変
容
を
、
初
期
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
お
け
る

触
覚
を
介
し
た
意
識
と
無
意
識
の
あ
わ
い
の
探
究
上
に
捉
え
る
と
共
に
、
多
層

的
な
読
み
取
り
に
開
か
れ
た
作
品
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
、
桂
の
批
評
意
識
が

あ
る
と
考
え
た
。

　

一
九
六
一
年
の
桂
の
帰
国
展
を
め
ぐ
る
中
原
と
針
生
の
間
の
批
評
は
、
こ
の

時
期
の
多
く
の
作
家
に
見
ら
れ
る
作
品
の
変
化
に
つ
い
て
の
議
論
へ
と
向
っ
た
。

同
年
末
の
『
芸
術
新
潮
』
の
「
一
九
六
一
年 

個
展
の
収
穫
」
で
中
原
は

海
外
作
品
の
敏
感
な
外
形
的
摂
取
の
賜
物
と
い
う
こ
と
だ
け
に
理
由
を
見

な
い
。
具
象
と
抽
象
の
折
衷
派
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
場
合
そ
の
造
形
性
偏
重
と

い
う
視
覚
の
固
定
化
と
い
う
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、
抽
象
表
現
主
義
の
場

合
に
は
、
そ
の
表
面
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
容
易
に
画
一
化
し
易
い
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
場
合
に
は
、
素
材

の
性
質
が
作
家
に
打
ち
勝
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
要
因
が

そ
れ
自
体
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
）
12
（

。

と
述
べ
、
三
つ
の
世
代
（
①
福
沢
一
郎
・
鶴
岡
政
男
・
岡
本
太
郎
、
②
利
根
山

光
人
・
河
原
温
、
③
篠
原
有
司
男
）
の
第
一
世
代
に
あ
た
る
桂
に
つ
い
て
、「
こ

れ
か
ら
の
『
日
本
旅
行
記
』
的
作
品
の
展
開
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。」
と
し
て
、
帰
国
後
の
展
開
を
注
視
す
る
態
度
を
見
せ
て
い
る
。

三
　
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
体
験
記
の
執
筆

　

こ
の
よ
う
に
、
日
々
変
化
を
続
け
る
現
代
作
家
の
活
動
を
、
通
時
的
に
論
じ

る
の
か
、
共
時
的
視
点
か
ら
外
在
的
要
因
に
重
点
を
置
く
か
は
、
ひ
と
ま
ず
並

行
線
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
間
、
桂
自
身
も
、
間
接
的
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な
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、
論
戦
が
続
い
て
い
た
『
芸
術
新
潮
』
と
『
美
術
手

帖
』
で
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
個
展
評
が
で
た
直
後
に
は
、
毎

日
の
日
本
国
際
美
術
展
の
特
集
記
事
で
、
米
国
の
国
際
展
を
参
照
し
な
が
ら
、

個
人
と
し
て
の
表
現
に
着
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
や
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
は
国
別
に
陳
列
せ
ず
、
混
ざ
り

合
っ
て
並
ん
で
い
る
か
ら
国
家
別
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
的
盛
り
上
が
り
は
あ

ま
り
な
い
。
毎
日
展
は
、
国
別
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
点
、
国
別
に
比
較
で

き
て
面
白
い
。
そ
れ
で
い
て
印
象
が
弱
い
の
は
、
今
や
共
通
な
言
葉
な
り
、

表
現
方
法
が
あ
る
の
で
、
そ
の
国
の
伝
統
、
民
族
性
の
特
質
と
い
っ
た
も

の
を
期
待
す
る
と
、
す
こ
し
当
て
が
外
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
、
日
本
的
な
も
の
を
日
本
人
画
家
に
要
求
す
る
風
潮
に
対
し

て
、
大
い
に
批
判
的
だ
っ
た
。
私
は
、
民
族
的
特
色
と
か
、
国
際

的
共
通
性
と
か
、
そ
う
い
う
概
念
と
は
別
に
、
自
分
の
中
に
あ
る

も
の
を
出
し
た
い
と
希
望
す
る
）
13
（

。

　

ま
た
、
一
九
六
一
年
末
の
回
顧
の
記
事
の
翌
月
に
は
、「
魔
女
に
つ

い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

を
打
破
し
続
け
る
こ
と
を
、
宣
言
し
て
い
る
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
が
、
悪
魔
と
同
様
に
い
つ
も
生
活
の
習

慣
と
か
常
識
を
破
り
、
生
命
の
全
的
な
解
放
を
行
う
非
合
理
的
な

も
の
と
す
れ
ば
、
悪
魔
が
教
会
内
に
逃
げ
こ
ん
だ
よ
う
に
、
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
芸
術
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
、
幅
を
利
か
せ
た
り
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
手
を
組
ん
で
、
合
理
主
義
に
迎
合
し
た
り
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
微
温
湯
に
つ
か
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ユ
ユ
し
き
ま
が

ご
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
）
14
（

。

　

更
に
、
桂
は
こ
の
よ
う
な
雑
誌
や
新
聞
で
の
間
接
的
な
意
見
表
明
と
は
異
な

る
方
法
で
、
即
ち
、
単
行
本
の
執
筆
を
通
し
て
、
長
い
旅
で
の
体
験
と
、
帰
国

後
の
個
展
の
批
評
に
対
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
『
女
ひ
と
り
原
始

部
落
に
入
る　

ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
体
験
記
』（
図
５

）
は
一
九
六
二
年
九

月
に
、
光
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
翌
年
十
一
月
に
、
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞

し
た
の
で
、
芸
術
分
野
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
読
者
を
獲
得
し
た
。
本
の

図５ 　桂ユキ子『女ひとり原始部落に入る　
アフリカ・アメリカ体験記』1962年９月、
光文社



743（348）

執
筆
依
頼
は
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
た
一
九
五
八
年
九
月
に
は
光
文

社
と
文
芸
春
秋
社
か
ら
あ
り
、
先
に
依
頼
を
受
け
た
光
文
社
を
優
先
し
て
い
る
。

　

本
の
構
想
は
従
っ
て
、
数
年
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
執
筆
に

専
念
し
た
の
は
、
個
展
開
催
後
の
一
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の

本
は
、
長
い
旅
行
と
い
う
近
接
過
去
の
出
来
事
を
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
実
際

に
は
、
個
展
後
の
一
九
六
一
年
夏
か
ら
の
、
展
覧
会
評
を
は
じ
め
と
す
る
出
来

事
と
同
時
進
行
で
書
き
進
め
ら
れ
た
と
い
う
点
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

長
い
旅
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
年
八
ヶ
月
、
中
央
ア
フ
リ
カ
が
二
ヶ
月
、

ア
メ
リ
カ
で
二
年
九
ヶ
月
の
月
日
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
体
験
記
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
見
聞
は
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
能
動
的
に
活
動
し
た
ア
フ
リ
カ

と
ア
メ
リ
カ
で
の
、
身
体
的
体
験
が
中
心
に
語
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
で

出
会
っ
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
む
様
々
な
人
と
の
交
流
や
、
都
市
空
間
の
中
の

裂
け
目
に
眼
を
凝
ら
し
た
様
子
が
記
述
の
過
半
を
占
め
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
、
当
時
の
最
新
の
美
術
動
向
と
桂
が
む
き
あ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
逆
に
そ
の
記
述
は
画
家
の
関
心
の
あ
り
か
を
示
し
て

く
れ
る
。
特
に
渡
米
し
た
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

美
術
館
や
画
廊
に
足
を
運
び
、
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
変
容
を
記
述
す
る
く
だ
り
は

注
目
さ
れ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
方
法
と
思
考
で
描
い
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
だ
。
偶
然
性
と
い
う
も
の
を
、
意
識
的
に
画

面
に
持
ち
込
み
、
昔
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
別
種
の
新
鮮
な
絵
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
精
神
の
再
現
や
反
映
な
ど
、
作
者
の
個
々

の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
で
は
な
く
、
作
者
と
カ
ン
バ
ス
と
の
直
接

の
対
決
で
あ
る
。
作
品
は
、
絵
の
具
と
い
う
物
質
や
、
あ
る
い
は
、
そ
れ

を
投
げ
つ
け
る
行
動
そ
の
も
の
だ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
い
か
に
も
生
々

し
い
力
の
あ
る
絵
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
私
が
面
白
く
思
っ
た
の
は
、

ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
の
、
い

わ
ゆ
る
ネ
オ
・
ダ
ダ
と
い
わ
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
や
、
射
的
の
円
盤
や
、

数
字
と
言
っ
た
、
最
も
非
芸
術
な
俗
悪
と
も
言
え
る
も
の
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
な
に
食
わ
ぬ
顔
つ
き
を
し
た
よ
う
な
逆
説
的
な
奇
想
天
外
さ
は
、
大

い
に
私
の
気
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
私
が
一
九
六
一
年
に
見
た
レ
オ
・
カ

ス
テ
リ
ー
画
廊
で
の
彼
の
個
展
の
作
品
は
、
絵
で
は
な
く
、
小
さ
い
台
の

上
に
本
も
の
の
ビ
ー
ル
の
小
さ
い
空
缶
を
二
つ
並
べ
た
だ
け
の
も
の
や
、

六
十
ワ
ッ
ト
の
電
球
一
個
、
安
物
の
懐
中
電
灯
な
ど
、
そ
こ
ら
に
転
が
っ

て
い
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
、
た
だ
台
の
上
に
置
い
た
だ
け
の
も
の
だ
。

申
し
訳
み
た
い
に
、
銅
の
粉
が
吹
き
つ
け
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
品
物

は
、
要
す
る
に
、
見
た
目
に
も
、
最
も
つ
ま
ら
な
い
品
物
ば
か
り
で
あ
る
。

…
〈
中
略
〉
…
こ
の
作
品
の
持
つ
、
と
ん
で
も
な
い
勇
気
と
い
う
も
の
は
、

普
通
の
人
間
の
も
て
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
お
こ
っ
た
ダ
ダ
イ
ズ
ム
は
、
深

刻
な
暗
さ
を
も
っ
た
否
定
や
破
壊
運
動
で
あ
っ
た
が
、
ネ
オ
・
ダ
ダ
と
言

わ
れ
る
こ
の
二
人
の
そ
れ
は
、
真
昼
の
明
る
さ
の
も
つ
、
あ
っ
け
ら
か
ん
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と
し
た
よ
う
な
否
定
や
破
壊
で
あ
る
。
物
量
を
誇
る
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の

手
痛
い
皮
肉
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
作
品
も
ま
た
、
す
ご
く
ア
メ
リ
カ
的

だ
と
思
っ
た
）
15
（

。

　

桂
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
て
ま
も
な
い
一
九
五
九
年
初
頭
に
、
近
代
美
術

館
で
は
新
収
蔵
品
展
で
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
の
標
的
等
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
以
来
、

桂
の
関
心
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
方
に
向
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
最
新
の
芸
術
動
向
の
記
述
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
チ
ェ
ン

バ
ー
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
が
本
書
の
掉

尾
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
桂
は
、
ミ
チ
ュ
ウ
画
廊
で
の
個
展
が
決
ま

り
絵
画
制
作
の
た
め
の
広
い
ア
ト
リ
エ
を
探
し
て
い
た
。
彫
刻
家
の
新
妻
実
に

相
談
し
て
、
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
運
動

具
店
の
階
上
に
あ
る
ロ
フ
ト
だ
っ
た
。「
そ
れ
は
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な

物
置
の
よ
う
な
も
の
で
、
壁
は
剥
げ
、
床
は
シ
ミ
だ
ら
け
だ
が
、
明
る
い
天
窓

が
二
つ
も
あ
っ
た
。」
こ
の
よ
う
な
ロ
フ
ト
に
住
む
人
は
名
声
を
求
め
な
い
と
し
、

「
そ
れ
は
活
発
な
批
評
精
神
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
既
成
の
芸
術
や
事
実
を
否

定
し
、
新
し
い
次
元
で
何
か
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
、
潔
い
精
神
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。」
と
い
う
。

運
動
具
屋
の
ロ
フ
ト
は
、
私
に
は
広
す
ぎ
た
の
で
二
の
足
を
ふ
ん
だ
が
、

二
、
三
日
し
て
念
の
た
め
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
前
衛
芸
術
家
の

小
野
洋
子
さ
ん
が
借
り
て
い
た
。
小
野
さ
ん
は
、
そ
の
大
き
な
ロ
フ
ト
を
、

ま
も
な
く
、
面
白
い
芸
術
の
実
験
の
場
に
提
供
し
た
。

　

そ
れ
は
、
前
衛
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
鍵
盤
を
叩

か
ず
、
肘
や
腕
を
ピ
ア
ノ
の
蓋
に
ぶ
つ
け
た
り
、
後
ろ
の
蓋
を
開
け
て
、

ピ
ア
ノ
の
弦
を
爪
で
ほ
ん
の
微
か
に
は
じ
い
た
り
す
る
。
抽
象
画
の
よ
う

な
楽
譜
を
見
な
が
ら
、
ナ
イ
フ
で
ノ
コ
ギ
リ
の
目
立
て
み
た
い
こ
と
を
し

た
り
、
部
屋
中
を
ト
ン
カ
チ
で
ひ
っ
ぱ
た
い
て
歩
い
た
り
、
バ
ケ
ツ
の
水

を
こ
ぼ
し
て
回
っ
た
り
す
る
の
だ
。

　

こ
の
非
公
開
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
集
ま
る
人
々
の
中
に
は
、
前
衛

音
楽
の
第
一
人
者
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ッ

ク
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
デ
ビ
ィ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ド
ア
、
前
に
書
い
た
画
家
ネ

オ
・
ダ
ダ
派
の
第
一
人
者
の
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
や
ロ
ー
シ
ェ
ン

バ
ー
グ
な
ど
の
芸
術
家
の
顔
が
み
ら
れ
た
。

　

偶
然
音
楽
と
い
う
の
か
、
作
曲
家
は
、
従
来
の
音
楽
の
よ
う
な
構
成
上

の
規
定
を
し
な
い
。
演
奏
者
も
作
曲
者
も
、
人
間
の
小
さ
な
意
識
を
捨
て

去
り
、
現
実
の
厳
し
い
体
験
に
自
分
を
賭
け
、
そ
こ
に
生
ま
れ
て
く
る
予

測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
偶
然
の
世
界
が
、
人
間
の
ほ
ん
と
う
の
姿
で
あ

る
と
す
る
。
ほ
ん
と
う
に
完
成
さ
れ
た
世
界
の
創
造
な
ど
は
成
し
う
る
も

の
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
考
え
で
あ
る
。
何
も
規
定
し
な
い
偶
然
と
言
っ

て
も
、で
た
ら
め
で
は
な
く
、規
定
し
な
い
と
い
う
、厳
し
い
選
択
を
取
っ

て
い
る
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
作
曲
家
、
一
柳
慧
の
作
曲
の
実
演
も
多
か
っ
た
。
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在
米
中
の
黛
敏
郎
や
小
林
健
次
な
ど
の
賛
助
演
奏
に
ま
じ
っ
て
、
ラ
・
モ

ン
テ
・
ヤ
ン
グ
の
お
も
し
ろ
い
姿
も
見
ら
れ
た
。
…
〈
中
略
〉
…
板
切
れ

と
紙
ヤ
ス
リ
を
手
に
持
っ
て
、
数
十
名
も
集
ま
っ
た
観
衆
の
真
ん
中
に
進

み
出
て
、
汚
い
床
の
上
に
座
る
。
そ
し
て
、
静
か
に
ヤ
ス
リ
で
板
を
こ
す

る
の
だ
。
み
な
ヤ
ス
リ
の
音
に
耳
を
傾
け
、
次
に
何
事
が
起
こ
る
か
と
期

待
す
る
。
し
か
し
な
ん
に
も
起
こ
ら
な
い
。
…
〈
中
略
〉
…
そ
れ
で
も
ラ
・

モ
ン
テ
は
素
知
ら
ぬ
顔
で
擦
り
続
け
る
。
と
う
と
う
一
人
が
大
声
を
張
り

上
げ
て
、
怒
鳴
っ
た
。「
あ
ん
た
は
勝
っ
た
。」

　

そ
こ
で
み
な
、
な
ん
と
な
く
笑
い
、
立
ち
上
が
っ
た
り
し
た
の
で
、
自

然
、
彼
の
演
奏
が
終
わ
る
。
小
野
嬢
の
ロ
フ
ト
で
演
じ
ら
れ
る
こ
う
し
た

人
々
の
実
験
は
、
ご
く
一
部
の
人
々
か
ら
、
そ
の
生
活
信
条
と
共
に
、
好

評
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
絵
や
詩
や
音
楽
を
、
ア
ク
シ
ョ
ン
で

あ
ら
わ
す
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
」
と
い
う
前
衛
芸
術
な
の
だ
。
そ
の
後
、
小
野

さ
ん
た
ち
は
、
一
流
の
ホ
ー
ル
で
、
そ
の
特
異
な
発
表
会
を
し
た
）
16
（

。

　

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
が
発
案
し
、
ラ
・
モ
ン
テ
・
ヤ
ン
グ
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
た

一
連
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
か
ら
翌
年
の
六
月
ま
で
十
一
回

開
か
れ
て
い
る
（
図
６

・
７

）。
演
奏
者
と
し
て
あ
げ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
小
林
健
次
が
参
加
し
た
一
回
目
か
ら
桂
自
身
が
帰
国
す
る
四
月
ま
で
の
間
に

何
回
か
訪
れ
た
際
の
こ
と
を
桂
は
記
し
た
の
だ
が
、
注
視
す
べ
き
は
、
執
筆
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
記
の
は
し
が
き
の
日
付
は
一
九
六
二
年
七
月
、

刊
行
は
九
月
十
日
で
あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
年
の
春
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
は
ニ
ュ
ー

図６ 　チェンバーズ・ストリート・コンサート・
シリーズに参加する桂、イサム・ノグチ、ロ
バート・ラウシェンバーグ、1960-61年

Photo by Minoru Niizuma ©YOKO ONO

図７ 　チェンバース・ストリート・コンサート・
シリーズでの桂、オノ・ヨーコ、1960-61年

Photo by  Minoru Niizuma ©YOKO ONO
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ヨ
ー
ク
か
ら
帰
国
し
、
五
月
二
四
日
に
草
月
会
館
ホ
ー
ル
で
、
作
品
発
表
会
を

行
っ
て
い
る
。
七
月
一
日
発
行
の
『
芸
術
新
潮
』
に
は
、
こ
の
発
表
会
に
つ
い

て
の
ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
イ
に
よ
る
「
つ
ま
ず
い
た
最
前
線　

小
野
洋
子
の
前
衛

シ
ョ
ー
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
彼
女
の
場
合
に
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
ひ
と
か
け
ら
も

な
か
っ
た
。
彼
女
の
ア
イ
デ
ア
は
全
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
借
り
物
、

特
に
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
も
の
か
ら
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
初
め
の
５

分
間
は
ピ
ア
ノ
の
前
に
座
っ
て
い
る
。
あ
と
の
５

分
間
は
や
た
ら
に
ピ
ア

ノ
を
叩
く
。
そ
れ
か
ら
高
橋
と
い
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
舞
台
の
俳
優
た
ち
の

動
作
と
対
位
法
的
な
効
果
を
あ
げ
る
演
奏
も
、
ケ
ー
ジ
か
ら
と
っ
て
い
る
。

…
〈
中
略
〉
…
他
人
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
盗
む
よ
う
な
こ
と
は
や
め
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
芸
術
家
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
）
17
（

。

　

こ
こ
に
は
、
桂
が
帰
国
直
後
に
発
表
し
た
作
品
に
対
す
る
前
年
の
批
評
と
同

様
の
語
り
│
新
し
い
も
の
に
接
す
る
と
海
外
の
動
向
と
結
び
つ
け
る
│
が
見
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
桂
は
自
著
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
フ
ト
で
の
オ
ノ
作
品
の

自
身
の
鑑
賞
体
験
と
米
国
で
の
評
価
を
記
す
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ノ
の
活
動
の

援
護
射
撃
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
リ
チ
イ
の
記
事
に
対
し
て
は
、
同
誌
翌
月
号

で
、
一
柳
慧
が
「
小
野
洋
子
の
作
品
が
ア
イ
デ
ア
を
盗
ん
だ
と
い
う
言
葉
に

よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
だ
が
こ
れ
は
純
粋
な
間
違
い
で
あ
る
。」
と
い
う
書
き

出
し
で
始
ま
る
反
論
を
書
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
）
18
（

、
桂
も
ほ
ぼ
同
じ
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
世
代
を
超
え
た
女
性
作
家
の
連
帯
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
い
旅
の
体
験
記
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
作
品
制
作
と
、
帰
国
後
の
批

評
に
対
す
る
、
制
作
者
側
か
ら
の
説
明
で
あ
り
、
ま
た
反
論
と
い
う
性
格
を
持

つ
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
刊
行
後
、
同
書
の
書
評
は
大
江
健
三
郎
は
じ
め
、
文
明
批
評
と
し
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
花
田
清
輝
は
ロ
フ
ト
の
記
述
に
関
心
を
寄
せ

て
い
る
）
19
（

。四
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
絵
画

　

桂
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
作
品
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
二
点
の
絵
画
が
米

国
の
大
学
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
の
美
術
館
で
の
収
集
よ
り

早
い
時
期
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、《Four Canvases

》（
図
８

）
は
、

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
が

一
九
六
〇
年
に
、
桂
に
制
作
を
委
託
し
た
も
の
で
、
翌
年
二
月
に
美
術
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
四
面
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
は
衝
立

状
に
仕
立
て
ら
れ
、
二
面
ず
つ
（
片
面
は
ベ
ー
ジ
ュ
、
も
う
片
面
は
焦
茶
）、

両
面
か
ら
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
壁
画
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
作

品
は
、
和
紙
を
比
較
的
フ
ラ
ッ
ト
に
貼
り
そ
の
上
に
彩
色
し
た
も
の
と
、
か
な

り
厚
塗
り
の
油
絵
具
の
均
質
な
表
面
と
が
、
対
照
的
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
活
動
を
代
表
す
る
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
は
、
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同
じ
よ
う
な
矩
形
の
反
復
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
四
面
そ
れ
ぞ
れ
が
、

異
な
る
形
と
構
図
、
そ
し
て
材
質
感
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
制
作
過
程
の
ア
ト

リ
エ
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
ド
ロ
シ
ー
・
ミ
ラ
ー
が
訪
れ
て
い
た

（
図
９

）。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ピ
ー
ス
と
言
え
る
こ
の
作
品
が
、
帰
国
直
後
の
個

展
や
日
本
国
際
美
術
展
で
お
披
露
目
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
展
覧
会
評
は
、
異

な
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
作
品
の
里
帰
り
は
、
二
〇
一

三
年
の
生
誕
百
年
の
回
顧
展
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ポ
ツ
ダ
ム
校
美
術
館
の
作
品
《
コ
ラ
ー

ジ
ュ
》（
図
10
）
は
ポ
ツ
ダ
ム
出
身
の
経
済
学
者
で
あ
る
コ
レ
ク
タ
ー
、
ロ
ー

ラ
ン
ド
・
ギ
ブ
ソ
ン
が
、
一
九
六
三
年
に
来
日
し
た
時
に
、
東
京
画
廊
で
購
入

し
、
一
九
六
九
年
に
同
大
に
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
戦
後

美
術
）
と
共
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
六
一
年
の
個
展

の
際
に
、
窓
に
面
し
た
壁
に
展
示
さ
れ
た
（
図
４

）、
い
わ
ば
展
覧
会
の
一
つ

の
顔
と
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。
縦
九
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
サ
イ
ズ
は
小

ぶ
り
だ
が
、
そ
の
表
現
は
、
他
の
個
展
出
品
作
と
は
異
な
る
、
独
自
の
も
の
で

あ
る
。

図９　アトリエで制作中の《Four Canvases》を背に
ドロシー・ミラーと桂　1960年

図８　桂ゆき《Four Canvases》油彩・和紙・カンヴァス、
1960年　アリゾナ大学美術館蔵
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ま
ず
素
材
は
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
薄
い
木
片
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
片
の
上
に
薄
い
紙
を
貼
り
、
白
く
着
彩
し
た
部
分
と
、
木
片
の
下
層
に
新
聞

や
印
刷
物
を
貼
っ
た
部
分
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
い
う
技
法
だ
け
で
な
く
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
地
の
部
分
は
、
青
と
黄
色
が

着
彩
さ
れ
て
い
て
、
木
片
を
貼
っ
た
あ
と
、
更
に
赤
く
塗
り
重
ね
て
い
る
。
ま

た
画
面
の
下
方
は
、
焦
茶
色
に
着
彩
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
心
線
で
左
右

非
対
照
の
構
図
を
と
り
、
画
面
左
側
か
ら
右
に
向
か
っ
て
細
く
、
木
片
が
流
れ

て
い
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
層
状
の
構
図
は
、
桂
が
戦
前
に
試

み
て
い
た
一
九
三
五
年
の
コ
ル
ク
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
類
縁
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
実
験
的
な
作
品
に
お
い
て
は
、
物
質
的
な
特
質
を
持
つ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
絵
画
的
性
格
を
併
せ
持
つ
新
た
な
表
現
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
桂
が
手
が
け
た
絵
画
は
矩
形
の
和
紙
を
カ
ン
ヴ
ァ
ス

に
載
せ
、
油
絵
の
具
で
着
彩
し
な
が
ら
固
着
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

む
す
び

　

一
九
六
二
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
桂
の
旅
行
記
の
表
紙
（
図
５

）
は
、
一
九

六
一
年
の
個
展
の
際
に
、
入
口
近
く
に
天
井
か
ら
下
げ
て
展
示
さ
れ
た
作
品
で

あ
っ
た
（
図
４

）。
国
際
展
で
受
賞
し
た
《
異
邦
人
》
と
構
図
は
似
通
っ
て
い

る
が
、
少
し
小
ぶ
り
の
生
成
り
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
は
布
目
を
生
か
し
つ
つ
、
青
、

次
に
朱
色
を
着
彩
し
た
和
紙
が
対
比
的
な
質
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し

よ
く
見
る
と
、
本
の
表
紙
は
、
本
来
の
作
品
の
向
き
を
上
下
反
転
さ
せ
、
左
右

を
切
断
し
、
さ
ら
に
層
状
に
な
っ
た
和
紙
の
隙
間
に
は
三
人
の
人
物
が
描
き
加

え
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
画
面
下
方
の
二
人
は
大
地
に
立
ち
、
上
端
の
ボ
ー
ト
に

乗
る
男
性
は
赤
茶
け
た
水
面
を
進
む
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
わ
ず
か
数
本
の

線
描
で
戯
画
化
さ
れ
た
人
物
た
ち
は
、
出
版
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
河
童

の
奏
で
る
楽
器
に
呼
応
し
て
地
面
と
も
ど
も
動
き
出
し
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。

　

桂
は
戦
前
か
ら
、
サ
イ
ン
を
入
れ
た
絵
画
を
九
〇
度
回
転
さ
せ
た
り
、
加
筆

す
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
れ
は
桂
が
自
ら
の
作
品
に
さ
え
、
手
を
加

え
、
制
作
当
初
の
姿
や
見
方
か
ら
、
自
由
に
飛
翔
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
も
の
の
見
方
を
固
定
し
な
い
、
あ
る
い
は
ま
た
絵
画
制
作
の

図10　桂ゆき《Collage》油彩・木・紙・カンヴァス
1961年、ニューヨーク州立大学ポツダム校、

ギブソン・ギャラリー蔵
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本
質
を
、
終
わ
り
の
な
い
過
程
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
本
の
表
紙
も
そ
う
い
っ
た
手
と
眼
を
往
還
さ
せ
る
自
省
的
な
創
作
態

度
を
示
す
も
の
と
も
言
え
る
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
、
そ
れ
自
体
が
か
た
ち
と
、

物
資
と
し
て
の
意
味
を
併
せ
持
つ
方
法
と
、
絵
筆
で
描
く
こ
と
の
緊
張
を
は
ら

ん
だ
画
面
内
の
併
存
を
追
求
し
、
新
た
な
意
味
の
創
出
を
試
み
て
き
た
桂
に
と

り
、
個
展
で
の
展
覧
会
評
に
対
す
る
失
望
を
反
転
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
画
面

の
回
転
や
切
断
、
加
筆
は
、
ク
レ
ー
に
お
け
る
水
彩
画
の
切
断
と
再
構
成
の
よ

う
に
、
自
他
に
向
け
た
、
こ
れ
か
ら
の
創
作
の
展
望
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

桂
は
本
の
執
筆
の
の
ち
、
一
九
六
三
年
の
秋
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー

ス
・
ホ
ー
ム
を
設
立
し
た
沢
田
美
喜
の
自
伝
『
黒
い
肌
と
白
い
心
』
の
装
丁
や
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
『
ア
ナ
ザ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
』
の
挿
絵
の

連
載
（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』）
を
手
が
け
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
体

験
は
、
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
と
は
別
の
挿
絵
を
通
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
レ
イ
ス
、

ク
ラ
ス
を
め
ぐ
る
複
雑
に
内
面
化
さ
れ
た
諸
問
題
の
考
察
へ
と
進
ん
で
い
く
の

で
あ
る
。

　

桂
が
再
び
新
作
を
含
む
本
格
的
な
個
展
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
帰
国
展
か
ら

十
八
年
を
経
た
、
一
九
七
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
初
期
か
ら
時
代
ご
と
に
三
期

に
分
け
て
、
東
京
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
展
示
で
、
は
じ
め
て
戦
前
か
ら
の
仕
事

の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
春
に
は
、
父
祖
縁
の
山
口
の
県
立

美
術
館
で
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
初
個
展
か
ら
半
世
紀
の
節
目
と
な

る
一
九
八
五
年
に
、
紅
絹
を
用
い
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
最
後
の

新
作
展
を
開
催
し
た
と
き
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
六
一
年
の
展
評
を
書
い

た
中
原
佑
介
と
桂
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
の
で
あ
る
）
20
（

。
一
九
四
五
年
を
境

に
、
同
時
代
の
制
作
を
語
る
批
評
家
が
交
替
し
た
日
本
で
は
、
戦
前
を
捨
象
し

た
戦
後
か
ら
の
作
品
の
変
化
を
捉
え
る
傾
向
に
あ
り
、
あ
る
時
期
ま
で
通
時
的

と
い
う
よ
り
国
際
的
な
共
時
性
と
い
う
視
座
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
戦
前
と
戦

後
の
前
衛
を
つ
な
ぐ
桂
の
仕
事
は
、
不
寛
容
な
時
代
を
挟
む
貫
戦
期
と
い
う
、

通
時
的
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
活
動
範
囲
の
広
さ
ゆ
え
に
、
共

時
的
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
ま
だ
女
性
作
家
が
少
な
か
っ
た
桂
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
時
代
を
め
ぐ
る
考
察
に
お
い
て
は
、
作
品
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
批
評
は

も
と
よ
り
、
作
家
自
ら
語
る
テ
キ
ス
ト
の
分
析
が
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
所
以

で
あ
る
。

註

（
１

） 　

桂
の
本
名
は
雪
子
。
一
九
三
三
年
の
光
風
会
展
で
は
「
雪
子
」、
一
九
三
五
年
か
ら

発
表
活
動
で
は
「
ユ
キ
子
」
と
記
し
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
に
「
ゆ
き
子
」、
そ
し

て
一
九
七
〇
年
か
ら
は
一
貫
し
て
「
ゆ
き
」
の
表
記
で
発
表
し
て
い
る
。
新
作
に
よ
る

主
な
個
展
と
し
て
、
戦
前
に
は
、「
桂
ユ
キ
子 

コ
ラ
ー
ジ
ュ
個
展
」
近
代
画
廊
（
一
九

三
五
年
）、「
桂
ユ
キ
子
第
一
回
個
展
」
日
動
画
廊
（
一
九
三
八
年
）、「
桂
ユ
キ
子
第
二

回
個
展
」
日
動
画
廊
（
一
九
四
三
年
）。
戦
後
の
も
の
と
し
て
、「
桂
ユ
キ
子
油
絵
個
展
」

兜
屋
画
廊
（
一
九
五
六
年
）、「
桂
ユ
キ
子
個
展
」
東
京
画
廊
（
一
九
六
一
年
）、「
桂
ゆ

き
展
」
東
京
画
廊
（
一
九
七
九
年
）、「
桂
ゆ
き
展
│
紅
絹
の
か
た
ち
」
伊
奈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。
な
お
本
稿
の
本
文
で
は
「
桂
ゆ
き
」
の
名
称
を
用
い
る
こ

と
と
す
る
。

（
２

） 　

一
九
八
〇
年
に
山
口
県
立
美
術
館
（
同
館
の
開
館
年
度
）
で
、
一
九
九
一
年
に
下
関

市
立
美
術
館
で
『
桂
ゆ
き
展
』
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
３

） 　

針
生
一
郎
は
一
貫
し
て
、
桂
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
全
体
を
捉
え
た
上
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
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時
代
に
言
及
し
て
い
る
。「
桂
ゆ
き
の
化
け
っ
ぷ
り
と
ユ
ー
モ
ア
」『
桂
ゆ
き
展
』
山
口

県
立
美
術
館
（
一
九
八
〇
年
）
九
│
一
二
頁
、「
桂
ゆ
き
の
振
幅
の
あ
る
道
程
」『
桂
ゆ

き
展
』
下
関
市
立
美
術
館
（
一
九
九
一
年
）
一
二
│
一
五
頁
、「
桂
ゆ
き
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

と
ユ
ー
モ
ア
」『
桂
ゆ
き
展
│
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
ユ
ー
モ
ア
の
女
性
画
家
』
一
宮
市
立
三

岸
節
子
記
念
美
術
館
（
二
〇
〇
七
年
）
五
│
一
四
頁
。
ま
た
、
下
関
市
立
美
術
館
で
回

顧
展
を
企
画
し
た
濱
本
聡
の
「
桂
ゆ
き
の
作
品
を
め
ぐ
る
螺
旋
的
な
記
述
の
試
み
」（
一

九
九
一
年
）
一
一
四
│
一
一
九
頁
、
茨
城
県
立
近
代
美
術
館
の
企
画
者
、
外
舘
和
子
の

「
桂
ゆ
き
の
絵
画
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ー
そ
の
戯
画
的
世
界
に
増
幅
す
る
魅
力
」『
桂
ゆ
き
の

世
界
│
絵
画
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
み
る
女
性
画
家
の
眼
差
し
』（
一
九
九
八
年
）
八
二
│

八
六
頁
、
生
誕
百
年
で
の
拙
論
「
桂
ゆ
き
ー
あ
る
寓
話
」『
桂
ゆ
き
│
あ
る
寓
話
』
東

京
都
現
代
美
術
館
・
下
関
市
立
美
術
館
（
二
〇
一
三
年
）
六
│
一
六
頁
は
針
生
の
考
察

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
も
の

と
し
て
岡
田
隆
彦
「
桂
ゆ
き
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
豊
か
な
展
開
」『
物
体
と
イ
メ
ー
ジ
の

間
・
桂
ゆ
き
』
ザ
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
一
九
八
六
年
）、

Elizabeth A
. Sm
ith, “M

aterial, Process, T
im
e ” in Laura Sm

ith ed. A
ction, 

G
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W
hitechapel Gallery, 2023, p.34

が
あ
る
。

（
４

） 　

中
原
佑
介
「
消
え
う
せ
た
『
幻
想
』」『
読
売
新
聞
』
一
九
六
一
年
七
月
三
日
、
夕
刊
、

五
頁
。

（
５

） 　

桂
ユ
キ
子
『
女
ひ
と
り
原
始
部
落
に
入
る　

ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
体
験
記
』
一
九

六
二
年
九
月
十
日
、
光
文
社
。

（
６

） 　
「
桂
ユ
キ
子
さ
ん
の
渡
欧
を
祝
し
て
」『
い
け
ば
な
草
月
』
一
〇
号
、
一
九
五
六
年
九

月
、
五
〇
│
五
三
頁
。
勅
使
河
原
蒼
風
、
海
藤
日
出
男
、
亀
倉
雄
策
、
桂
ゆ
き
が
参
加

し
た
こ
の
座
談
会
は
、
八
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
。

（
７

） 　

桂
ユ
キ
子
「
パ
リ
と
ア
フ
リ
カ
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
八
年
六
月
二
十
二
日
、
朝
刊
、

九
頁
。
ま
た
、
帰
国
後
に
執
筆
し
た
本
（
前
掲
註（
５

）一
三
一
│
一
三
二
頁
）
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

イ
リ
ス
・
ク
レ
ー
ル
画
廊
で
、
私
に
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
の
個
展
を
や
ら
な
い
か
、

と
い
う
良
い
話
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
故
イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
が
私
の
小
品
を
見
て
乗

り
気
に
な
り
、
そ
の
画
廊
の
マ
ダ
ム
に
紹
介
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
帰
っ
た
ら
、
私
は
そ
の
絵
の
制
作
に
と
り
か
か
る
予
定
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
帰
り
の
飛
行
機
か
ら
南
フ
ラ
ン
ス
を
見
下
ろ
し
た
り
し
て
い
る
う
ち

に
、
私
は
な
ん
と
な
く
パ
リ
に
帰
っ
て
、
個
展
を
し
た
り
す
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
。

…
〈
中
略
〉
…　

今
更
小
さ
い
カ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
、
細
い
筆
で
絵
を
描
く
こ

と
が
、
め
ん
ど
う
く
さ
く
思
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
に
い

く
前
に
飽
き
る
ほ
ど
見
て
し
ま
っ
た
し
、
も
う
一
度
パ
リ
に
住
ん
で
も
、
意
味
が

な
い
。
そ
れ
よ
り
は
、
こ
の
ア
フ
リ
カ
の
体
験
の
ま
だ
生
々
し
い
う
ち
に
、
逆
に

機
械
文
明
の
最
も
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
雑
踏
の
中
に
飛
び
込
ん
で
み
る
の
も
面

白
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
黒
人
が
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
と
い

う
興
味
も
手
伝
っ
て
い
た
。

（
８

） 　

中
原
佑
介
、
前
掲
註（
４

）。

（
９

） 　
「
案
内 

美
術
展
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
一
年
七
月
、
一
三
四
頁
。

（
10
） 　

無
署
名
「
桂
ユ
キ
子
を
め
ぐ
る
評
価
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
一
年
八
月
、
一
八
│

一
九
頁
。
記
事
の
対
向
頁
に
は
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
五
六
年
の
作
品
に
囲
ま
れ
た

桂
の
ア
ト
リ
エ
で
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

（
11
） 　

針
生
一
郎
「
現
代
作
家
論　

桂
ユ
キ
子
」『
美
術
手
帖
』
一
九
六
一
年
九
月
、
二
二

│
二
七
頁
。

（
12
） 　

中
原
佑
介
「
一
九
六
一
年
個
展
の
収
穫
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
一
年
十
二
月
、
一

〇
五
│
一
〇
八
頁
。

（
13
） 　

桂
ユ
キ
子
「
特
集 

第
六
回
日
本
国
際
美
術
展　

出
品
作
家
の
発
言　

自
己
の
盛
り

上
が
り
を
表
現
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
一
年
七
月
、
三
六
│
三
八
頁
。

（
14
） 　

桂
ユ
キ
子
「
魔
女
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
二
年
一
月
、
四
二
│
四
三
頁
。

（
15
） 　

桂
ユ
キ
子
、
前
掲
註（
５

）、
一
五
四
│
一
五
五
頁
。

（
16
） 　

桂
ユ
キ
子
、
前
掲
註（
５

）、
二
一
八
│
二
二
〇
頁
。

（
17
） 　

ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
イ
「
つ
ま
ず
い
た
最
前
線　

小
野
洋
子
の
前
衛
シ
ョ
ー
」『
芸
術

新
潮
』
一
九
六
二
年
七
月
、
六
〇
│
六
一
頁
。
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（
18
） 　

一
柳
慧
「
最
前
衛
の
声
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
二
年
八
月
、
一
三
八
│
一
三
九
頁
。

（
19
） 　

大
江
健
三
郎
「
独
特
の
思
想
も
つ
旅
行
記
」『
東
京
新
聞
』
一
九
六
二
年
十
月
三
日
、

夕
刊
、
八
頁
。
石
川
淳
、
武
田
泰
淳
、
花
田
清
輝
、
佐
々
木
基
一
「
芸
術
・
東
と
西
」

『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
二
年
十
二
月
、
九
五
頁
。

（
20
） 　

拙
論
「
桂
ゆ
き
の
紅
絹
│
一
九
八
五
年
の
滑
稽
な
膜
│
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要
』
第
六
七
輯
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
三
三
三
│
三
四
八
頁
。
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